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１．研究計画の概要 
各研究分担者・協力者がこれまでに行ってき
た研究を本研究と関連づけて発展させる形
での研究を行う。年度の早期に研究分担者・
協力者全員が参加する会議を開催し、それぞ
れの本研究に関わるこれまでの研究につい
て紹介した後で、各自の研究の担当について
の詳細な計画を立てる。以後、この計画に基
づいて研究を進めていく。 
史料収集については、京都大学人文科学研究
所の漢籍史料を一つの中心としつつ、国内に
おいて入手可能な史料の収集と分析を進め
る。同時に、海外の関連する史料についての
調査を行う。具体的には、中国・北京の第一
歴史档案館および台北の故宮博物院の漢
文・満文史料、アメリカの The National 
Archives ・ イ ギ リ ス の The National 
Archives・ロシアの外務省文書館の欧文外交
史料が中心となる。 
研究成果の総括として国内と国外において、
国際シンポジウムを開催する。国内における
シンポジウムの際には、事前に準備のための
研究会を行って各報告について検討を加え、
各報告が密接に関連するものとする。この研
究グループ以外の国内の研究者と、国外から
の研究者を招き、コメントを求め、議論が学
問的・国際的な広がりをもつようにする。 
国内でのシンポジウムを行った後、国内にお
けるシンポジウムの総括を行う会合を開催
する。その総括を生かしつつ、一定期間をお
いて報告内容に改善を加え、海外におけるシ
ンポジウムの準備を進める。 
 
２．研究の進捗状況 
代表者および研究分担者は，それぞれのテー
マについて資料収集と問題の分析をすすめ，

成果の一端をそれぞれ，論文などのかたちで
公表した。『日本の対外関係６ 近世的世界の
成熟（吉川弘文館  2010 年），『東アジア近
現代通史 １』（岩波書店 2010 年）には，研
究代表者および複数の分担者が論考を寄せ
た。また，この課題にかかわる論文および著
書数点を公刊することができた。 
また，2010 年 3 月に，関係する他の研究プ
ロジェクトと共催のかたちで，国際シンポジ
ウムを開催し，研究代表者岩井が本研究の成
果にもとづいて近世東アジアにおける貿易
の自由と国家による統制の実態とそれが当
時の国際秩序とどのように関係していたか
を明らかにする報告をおこなった。これによ
って，東アジア研究者にかぎらず，西アジア，
アメリカ，ロシアを研究対象とする参加者か
ら意見と評価を得ることができた。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
これらの成果は，朝貢と互市との関係を軸と
して，各地域の通交制度の相関性および経
済・文化における相互影響について，実態に
即した見解を提示したものである。従来の
「朝貢体制論」は，往々にして超歴史的な中
国の華夷観にもとづく国際秩序が朝貢と册
封の制度として実現していたことを強調す
ることにとどまるか，あるいは，華夷観や国
家間の儀礼的通交とほとんど関係のない事
象まで，朝貢体制にひきつけて理解する傾向
が強かった。朝貢という国家間儀礼や，それ
を利用した王権による貿易独占を乗りこえ
て拡大した民間主体の互市の拡がりに着目
することによって，こうした研究の枠組みを
再検討することが本研究の目的であった。こ
の目的は充分に達成されつつある。 
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４．今後の研究の推進方策 
最終年度はこうした成果を踏まえて，本研究
課題が提示した歴史理解について，各方面か
らレビューを加えて，あらたな研究の基礎と
することを計画している。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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